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１ 開 会  

●総務課長 ただいまから札幌市営企業調査審議会令和５年度第２回

水道部会を開催いたします。 

 委員の皆様におかれましては、お忙しい中ご出席いただき、ありが

とうございます。 

 私は、事務局を務めさせていただきます水道局総務課長の鈴木でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

２ 水道事業管理者挨拶 

●総務課長 最初に、開催に当たりまして、水道事業管理者より、一

言ご挨拶を申し上げます。 

●水道事業管理者 皆様、こんにちは。 

 水道事業管理者の佐々木でございます。 

 松下部会長をはじめ、委員の皆様には、年明け早々、大変お忙しい

中、本日の水道部会にご出席を賜りまして、誠にありがとうございま

す。 

 改めまして、本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 能登半島地震では、大規模断水など甚大な被害が生じておりますけ

れども、札幌市水道局では、給水タンク車を運転し、被災地域を巡回

して運搬給水を行います応急給水隊を編成しまして、１月６日に札幌

を出発し、１月８日から現地にて支援活動を展開しているところでご

ざいます。 

 いまもって多数の地域において断水は解消されておらず、住民の暮

らしと命に直結するライフラインである水道を預かることの責任の重

さを強く感じているところでございます。 

 今後も、被災地への支援に努めますとともに、一日も早い復興を心

よりお祈り申し上げる次第でございます。 

 さて、本日の部会では、ご案内のとおり、令和４年度決算の概要と

次期札幌水道ビジョンの策定についてという二つの事項についてご説

明させていただくとともに、凍結防止対策につきましてご報告をさせ

ていただきたく存じます。 
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 委員の皆様方のご意見をしっかりと受け止め、より効果的な事業運

営に努めてまいりますので、本日も、何とぞ活発なご審議をどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 以上、簡単ではございますけれども、ご挨拶とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いします。 

 

◎各部長の紹介 

●総務課長 続きまして、水道局の各部長を紹介させていただきます。 

 総務部長の福澤です。 

 営業担当部長の榊原です。 

 給水部長の村上です。 

 配水担当部長の齋藤です。 

 浄水担当部長の住友です。 

 以上、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◎連絡事項及び資料確認 

●総務課長 事務局からの連絡事項ですけれども、今野委員から、所

用のため、本日は欠席する旨の連絡をいただいております。 

 次に、事前にお送りした資料を確認させていただきます。 

 次第と委員名簿に続きまして、議題外資料としまして、「第１回水

道部会質問事項への回答」、議題の資料としまして、資料水－１の「令

和４年度決算の概要」、資料水－２の「次期札幌水道ビジョンの策定

について」、資料水－３の「今冬の凍結防止対策の取組について」とな

ります。 

 皆様、よろしいでしょうか。 

 ここで、皆様にご報告となりますけれども、１月１日に能登半島地

震が発生いたしまして、被災地の応急給水の応援で水道局から応援隊

を派遣いたしました。 

 これにつきまして、技術管理・危機対策担当課長よりご報告いたし

ます。 

●技術管理・危機対策担当課長 技術管理・危機対策担当課長の長平
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でございます。 

 私から、令和６年度能登半島における応援活動についてご報告させ

ていただきます。 

 本日は、配付資料の準備が整いませんでしたので、大変申し訳ござ

いませんが、スクリーンの画面を用いて説明させていただきたいと思

います。 

 ここからは、着座にて失礼いたします。 

 １月１日の16時10分に発生した石川県能登地方を震源とする地震で

は、石川県志賀町で最大震度７を記録したほか、震度６強を石川県七

尾市、輪島市、珠洲市、穴水町、震度６弱を能登町で記録するなど、能

登半島北部地域で非常に大きな震度が計測されたほか、北陸地方の広

範囲で震度５強以上が観測されました。 

 この地震の影響により、特に、スクリーン中央の石川県の図に赤く

表示しております能登半島北部の６都市におきましては、水道をはじ

めとするライフラインや道路、通信などに甚大な被害が発生しており、

水道施設は、地震の揺れや停電などに起因する浄水処理の停止や管路

の損傷による漏水などの影響により、各都市において、ほぼ全域が断

水しております。 

 断水地域の住民への給水を一刻も早く確保するため、１月５日に公

益社団法人日本水道協会から給水車の応援要請があり、札幌市水道局

から応急給水隊を石川県に１月６日に派遣しました。 

 応急給水隊は、3,000リットルの水が積載できる給水タンク車を３台、

連絡車両１台、職員９名により編成しており、給水タンク車を用いて

断水地域に水を届ける応急給水活動を実施いたします。 

 応急給水隊の現地までの移動は海路と陸路を使用しており、１月６

日午後に札幌市を出発し、小樽港から新潟港まではフェリー、新潟港

からは高速道路を通行し、応援本部が置かれている石川県金沢市に１

月７日夕刻に到着しました。 

 現地の活動状況でございますが、応急給水隊は１月８日から活動を

開始しており、金沢市から活動地域である珠洲市と七尾市まで給水タ

ンク車で向かい、現地の給水所に設置されております仮設水槽への給



- 4 - 

 

水や避難所での応急給水を実施しております。 

 また、現地の隊からは、活動地域までの道路状況が悪く、渋滞も発

生していることから、移動に苦慮しているという報告を受けておりま

す。 

 なお、石川県には恵庭市と室蘭市もそれぞれ給水タンク車１台と職

員を派遣しており、現地では、北海道からの給水タンク車計５台が連

携し、応急給水活動に当たっております。 

 今後の応援派遣につきましては、おおむね１週間置きに次の隊を派

遣する予定としており、１月10日には第２次隊を派遣したところでご

ざいます。 

 引き続き、被災された方々にできる限り水を送り届けられるよう、

応急給水活動に尽力するとともに、継続的な応援派遣を行ってまいり

ます。 

 私からの説明は以上でございます。 

●総務課長 ご報告は以上になります。 

 

３ 第１回水道部会質問事項への回答 

●総務課長 それでは、次第３に参ります。 

 審議に入る前に、７月25日に開催いたしました前回の第１回水道部

会において、委員の皆様からの質問に対しまして、次回に回答させて

いただくとしておりました事項の回答をさせていただきます。 

 議題外資料の第１回水道部会質問事項への回答に沿ってご説明いた

しますので、資料をご覧ください。 

 前回、未回答でありました五つの質問につきまして、順番に番号１

から順にご回答いたします。 

 まず、番号１と２につきまして、営業課長からご説明します。 

●営業課長 営業課長の大場です。よろしくお願いいたします。 

 私から、番号１と番号２の無線式メーターに関する質問についてご

回答させていただきます。 

 まず、一つ目の質問であります冬期間明けの料金精算時のトラブル

件数についてお答えいたします。 



- 5 - 

 

 冬期間明けの料金精算時には、金額が高い、こんなに水を使ってい

ない、漏水を調べてほしい、指針の読み違えではないかなど、料金や使

用水量についての疑問や不満に関する問合せがあります。 

 特に、使用水量が多く、かつ、料金が高い場合は、納得いただけない

利用者への対応が多くなる状況でございます。 

 水道局では、このような問合せのうち、トラブルに発展した件数の

みの集計はしておりませんが、料金や使用水量についての疑問や不満

に対する問合せ件数を集計しておりますので、この問合せ件数でご回

答させていただきます。 

 回答欄をご覧ください。 

 問合せ件数が年間17万件あり、そのうち冬期間明けの４月から６月

の３か月間だけで約5万5,000件、32％もの問合せが寄せられておりま

す。 

 このように、推定料金の精算に伴う問合せが冬期間明けの４月から

６月に集中して多くなっている状況でございます。 

 続きまして、二つ目のご質問である無線式メーター導入に係るメリ

ットについてご説明させていただきます。 

 番号２の回答欄をご覧ください。 

 １の検針効率・負担軽減につきましては、（１）から（３）まで記載

しておりますが、検針作業の軽減や冬期間明けの再訪問、再検針の縮

減、所有者敷地内でのトラブルや事故の回避など、無線式メーターが

全市に拡大した場合には、検針業務等の３割程度の軽減を見込んでお

ります。 

 参考までに、米印で検針員１人当たりの１日平均の検針件数をお示

ししておりますが、無線式メーターは、地下式メーターより40件多く

検針できるため、検針効率が30％程度向上するものと見込まれます。 

 次に、２のコスト面につきましては、無線式メーターが全市に設置

された場合は、検針人件費で試算すると、毎年度１億800万円削減され

ると見込んでおります。 

 以上でございます。 

●総務課長 続きまして、番号３につきまして、企画課長からご説明
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します。 

●企画課長 企画課長の西原口でございます。 

 私からは、三つ目のご質問の札幌水道ビジョンの事業費におきます

計画値と決算値の増減についてご回答させていただきます。 

 前回の審議会におきまして、ビジョンの取組全65項目のうち、61項

目に当たる94％が目標達成済み、もしくは目標達成見込みであるとい

うことをお伝えしましたところ、ビジョンの取組に関する５年間の事

業費は計画時に比べてどの程度増減があったのかというご質問をいた

だきました。 

 ビジョン後半期の事業費につきましては、既に決算値が確定してお

ります令和２年度から令和４年度までの３年間の数字でございますが、

計画値697億円に対して執行額は658億円となっておりまして、約39億

円の減額ということになっております。 

 以上でございます。 

●総務課長 続きまして、番号４につきまして、施設管理課長からご

説明いたします。  

●施設管理課長 施設管理課長の秋山でございます。よろしくお願い

します。 

 私からは、番号４の林委員からご意見をいただきましたペットボト

ルの表示等の広報についてですが、ホームページを改良いたしました

ので、その内容についてご説明いたします。 

 ４番の表の右側、回答欄の上段に記載しているとおり、水道局ホー

ムページに水の成分と水のおいしさに関する内容を新たに整理いたし

ました。 

 具体的に２点ご説明いたしますので、まずは配付資料の別添１をご

覧ください。 

 このページは、水道トピックス、水質相談のホームページを印刷し

たものになります。 

 これまで、左側の黒四角で表示している、上から「硬度とは」、次に

「硬度の基準と分類」、次に「飲料水の硬度を計算してみよう」の３項

目のみでしたが、このたび、一番下段にあります黒四角の「水道水の
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水質データ」を新たに掲載いたしました。 

 ここに、ミネラルウオーター類のボトルラベルに多く表示されてい

る項目として、ナトリウム、マグネシウムなどの成分を新たに掲載い

たしました。 

 以上が１点目の改善点となります。 

 次に、配付資料の別添２をご覧ください。 

 このページは、水質検査結果のホームページになります。 

 一番下段にありますとおり、ここに水のおいしさに関するページに

直接アクセスできるリンクを張り付けました。このリンクをクリック

すると、２枚目にありますページに飛びます。 

 このページが水道のおいしさに関するページになります。 

 以前は、このページを閲覧するには多くの項目の中から検索する必

要があり、容易ではございませんでしたが、水のおいしさに飛ぶリン

クを張り付けることで直接アクセスできるように改善いたしました。 

 以上２点が改善点のご説明ですが、案内の見やすさや情報へのアク

セスのしやすさに関しては、今後も、改善に向け、継続して検討してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

●総務課長 最後に、番号５につきまして、給水課長からご説明しま

す。 

●給水課長 給水課長の秋葉でございます。 

 担当の給水装置課長がただいま地震応援中のため、私から質問５の

停電時でも利用可能な給水栓の広報活動につきましてお答えいたしま

す。 

 別添の資料３をご覧ください。 

 前回の部会で、ウォッピー劇場「マンションの停電で水道水が出な

い」という動画をご覧いただきました。 

 動画の最後に、今回紹介したような蛇口から給水する場合は基本的

に生活用水としてお使いくださいと紹介していましたが、これは飲用

できるのかできないのか、はっきり分かるような表現にしてほしいと

のご意見をいただいておりました。 
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 ナレーションをつけてはといったご意見もいただいておりましたけ

れども、動画自体を修正してしまいますと新たなＵＲＬが必要となり

ます。この動画の読み込み用の２次元バーコードも同時に変更となっ

てしまいます。 

 この２次元バーコードは、蛇口通信などに掲載いたしまして、既に

広く水道利用者に配付しているものでございます。 

 そこで、この動画は残したまま修正することにいたしました。 

 まず、ユーチューブでご覧いただく場合ですが、動画の画面の下に

概要欄という部分がありまして、そこを開くか、または、動画を再生し

ていくと、別添３の最後の画面で画面右上に「修正を見る」という表

示が出ますので、そこをクリックいたしますと、「※動画内において、

『基本的に生活用水としてお使いください。』と記載しておりますが、

飲料水として使用する場合は、しばらく水を流してからお使いくださ

い。」というコメントを追記いたしました。 

 次に、別添４の資料をご覧ください。 

 水道局のホームページにもこの動画があるのですけれども、ホーム

ページでは、動画上にこのコメントを表示できないため、ホームペー

ジの動画の下へ追記する形にしております。 

 続きまして、スクリーンをご覧ください。 

 受水槽のあるマンションでは、通常の給水では、水道水は配水管か

ら受水槽へ入り、ポンプを経由しまして各お部屋に水が配られます。

右の図になりますけれども、停電した場合は、ポンプが使用できない

ため、各お部屋にお水を配ることはできません。しかし、受水槽の下な

どにある水抜き用バルブから水を取り出せる場合があります。 

 この部分は、ふだんは使用されていないことが多いため、長期間、水

が停滞していますと、ここの部分の残留塩素がなくなり、消毒効果の

ない水になっているおそれがあります。したがって、停滞していた水

を一回流していただければ、その後は残留塩素のある水道水を利用で

きるようになるため、今回のコメントでは、しばらく水を流してから

お使いくださいという表現にさせていただきました。 

 ここの部分にたまっていた水を入れ替えていただければ、きれいな
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残留塩素の入っている安心して飲める水が来るということになります。 

 今後、水道利用者の皆様にご案内を行う際は、今回のご意見を踏ま

えまして、より分かりやすい表現となるよう改善してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。  

●総務課長 それでは、全体を通しまして、何かご質問はございます

でしょうか。 

●渡辺委員 いろいろと説明をありがとうございます。 

 まず、１番についてですけれども、これはトラブルの件数を知りた

かったのですが、そういうまとめはされていないということで、通常の

問合せを含んでこの数ということですね。 

●営業課長 はい。 

●渡辺委員 そうなると、冬期間の12月から３月までが少ないのは当

然とすれば、ここに載っていない７月から11月の５か月間で、先ほど

の４月から６月までの32.3％を３で割ったら10％ちょっとで、５か月

間を残り47.2％とすれば9.何％ですから、そんなに大差はないのでは

ないでしょうか。 

 今、トラブルと言っていらっしゃいますけれども、おおむね毎月10％

ぐらいしか問合せがなくて、その中にトラブルがどのぐらいあるか分

かりませんが、今ここで、そういう影響が大きいと書かれているけれ

ども、実際には大きな差はないというふうに読み取るのが普通かなと

思っていました。 

 今後は、トラブルと問合せは切り分けて集計されたほうがいいので

はないかと思いました。 

●営業課長 トラブル件数につきましては、問合せが来たときに、普

通の問合せで来ても話をする中でトラブルに発展したり、区別がなか

なか難しいため、今回は問合せ件数ということで表示させていただき

ました。 

 ただ、今、渡辺委員からお話がありましたとおり、今後は、トラブル

件数につきましても集計して、きちんとした数字を出せるようにして

いきたいと考えております。 
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●渡辺委員 ２番について、実際の便益とコストについて確認したか

ったのです。 

 １番の検針効率と負担軽減というのは便益の話ですね。２番にコス

トと書いていますけれども、これは人件費の削減見込みなので、これ

も便益だと思うのです。実際にコストは幾らなのかということです。 

 Ｂ／Ｃが１を超えないのだったら便益が出ないので、無線式メータ

ーを取り入れるメリットは一般市民にとって何もないのではないかと

思うのですけれども、ここでコストを出せない理由は何でしょうか。 

●営業課長 質問事項として、メリットということで聞かれていたの

でこのような表示をしたのですけれども、実際には、メーターを設置

する費用や更新する費用がかかっておりますので、この削減費用より

は多くなる予定です。 

●渡辺委員 もともとの質問の括弧の中に、検針効率がどのぐらい上

がってコストがどれぐらい下がるというのは、一般市民からすれば、

無線式メーターを入れると安くなるのだったら、それはいいねと思う

でしょうし、みんな楽になって、お金も安くなって、みんながいいとい

うふうにならない限り、これで水道料金が上がるとなったら、市民に

とっては、今までどおり人手でやってくださいよとなるのが普通では

ないかと思うのです。 

 ですから、ここにコストが出てこないということは、便益は全然出

ないと思ってよろしいでしょうか。 

●営業課長 金額では、差引きしますと、人件費を引くと16億円ほど

プラスになりますので、費用対効果という点では効果は出ていないか

もしれませんが、この事業は、市民サービスの向上ということで、使用

水量に対する分かりやすい料金請求という観点から進めていますので、

お金がかかるのは分かっていたのですが、財政状況を考えながら設置

していくということで進めているものでございます。 

●渡辺委員 全くもってよく分かりません。 

 メリットがあるのは水道局、市民にとっては何のメリットもないと

いうものでしたら、市民はそれはいいねとならないので、進める意味

はあるのでしょうか。市民がみんないいですねとなりますか。 
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 今さら戻れないことなのか分かりませんけれども、全くもって説明

がよく分からないという印象でした。 

●営業担当部長 営業担当部長の榊原でございます。 

 今、委員からご意見を頂戴いたしました。 

 確かに、費用対効果の面で分かりづらいところが多々あるかと思い

ます。前回も少しご説明をさせていただきましたけれども、市民に全

くメリットがないという前提ではなくて、認定請求ということで、使

用量に応じて適切な料金を請求させていただくのが事業者本来の役割

だと思うのですけれども、冬期間は検針ができない関係で、２か月ご

とに、基本的には前の月の料金と同じ金額を請求させていただいて、

春先に実際の使用料と見比べて精算させていただいています。 

 委員がお話しいただいたように、もちろん、精算がなく、ほぼ変わら

ないという市民もいらっしゃいますけれども、増減が生じるような方

も少なからずいらっしゃるということで、そこについては、事業者本

来の役割として適正な請求を行っていくという目的を達成するための

コストということで、先ほど言いました16億円というプラスの費用が

かかっていることは事実です。 

 もちろん、先ほどお話しさせていただいたように、検針業務につい

ては３割ほど人件費の削減ができますけれども、コストという部分だ

けで見ると全然ペイはしないというご指摘についてはそのとおりだと

理解しております。 

 このお話と絡んでくる部分もございますけれども、今、私どものほ

うで、現行の無線式メーターの地域拡大の取組を進めているところで

すが、現在、今後の在り方について検討をしているところでございま

す。 

 この背景をご説明させていただく時間をいただきたいのですが、全

国的に、今、無線式メーターと比較してサービス面とか業務面で格段

に効果が期待できるスマートメーターの実用化に向けた検証や、一部

地域への試験導入が進んでいる状況でございます。 

 これは、これまでもお話をしてきたところでございます。 

 東京都では、これも以前からご紹介しているとおり、令和４年から
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スマートメーターの本格的実証実験を行っておりまして、2030年代に

は全戸への導入を目指しております 

 無線式メーターにつきましては、設置当初においては、通年検針実

現に向けた最先端の機器であったことは間違いないのですが、その後、

スマートメーターの研究が進みまして、全国的に実用化が現実化しつ

つある状況です。 

 ただ、本市につきましては、積雪寒冷地で、地下式メーターの設置

が中心となっておりますので、通信精度や機器の耐久性がまだ十分に

検証されていない状況で、せっかくメリットの高いスマートメーター

ではありますけれども、今、直ちに導入できるような状況にはござい

ません。 

 そのため、今後、スマートメーターの実用化に向けて、実証実験を

本格的に進めて、精力的に検証を進めていきたいと考えております。 

 こうしたことを踏まえまして、次期水道ビジョンにおいて、将来的

に機能や性能の高いスマートメーターへのレベルアップといったもの

を見据えた調査研究に注力していきたいということと、委員からもご

指摘のありました水道局の財政状況でありますとか、安定・安全給水

に向けた様々な施策を水道局でやっておりますが、こうした状況を総

合的に勘案しながら、無線式メーターの設置拡大の取組を今後どのよ

うにしていくべきなのかといった在り方そのものについて検討を進め

ているところでございます。 

 あわせて、これを踏まえまして、令和６年度の無線式メーターも水

道ビジョンで計画しているところでございますが、この在り方につい

ても、今、検討を鋭意進めているところでございます。 

 この結果につきましては、次回の審議会の中でご報告できるかと思

っておりますので、今、そういった検討を進めているということをご

理解いただければと思っております。 

●渡辺委員 この質問だけで長々とすみません。 

 実際は、番号１と番号２は絡み合っていて、当初、そちらで言って

いたのは、冬場は検針ができないから春先にトラブルの件数が物すご

く多いということですが、実際のトラブルの件数はよく分からないと
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いうことと、月平均にすると、問合せ件数にはおおむね差がないとい

うことです。それでいて、そちらのほうが便益が上がるということだけ

を書いているので、その切り口が一般市民にはよく分からなくなるの

です。 

 そうなると、メリットがあるのは水道局だけで、一般市民はその分

のコストを払うというふうにしか聞こえないのです。市民はお金だけ

を払って、水道局はトラブルの問合せ件数が減って楽になるというの

がよく分からないので、もっと別な切り口で、スマートメーターにす

るのは当然のことという何かがなければいけないですし、もっと一般

市民に分かるようにしてほしいです。 

 本州のほうではスマートメーターがと言われても、市民はお金が安

いほうがいいのです。冬に検針ができなくても、春に精算されればそ

れでいいのではないかと思うのです。 

 こういうふうに切り替えていく切り口の説明がよく分からないとい

う印象です。 

 この話をずるずる引っ張ってもしようがないですし、これ以上言わ

れてもよく分かりませんけれども、そういう印象を受けました。 

●総務課長 渡辺委員、ご意見をありがとうございました。 

 ほかにご質問はございますでしょうか。 

●皆川委員 今の件ですが、令和６年度の実施に向けて再整理してい

ただくということでいいでしょうか。そうしていただかないと進まな

いような気がしますので、部会長、その辺を整理していただきたいと

思います。 

●松下部会長 そのような方向でよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

●松下部会長 それでは、よろしくお願いいたします。 

●総務課長 ほかにご質問等はございますでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

 

４ 議 題 

●総務課長 次に、審議に入ります。 
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 審議につきましては、部会長に進行をお願いいたします。 

●松下部会長 それでは、早速、審議を進めたいと思います。 

 次第４の議題の審議事項の一つ目、資料水－１の令和４年度決算の

概要について、事務局から説明をお願いいたします。 

●総務部長 総務部長の福澤でございます。 

 資料水－１の「令和４年度決算の概要」をご覧ください。 

 まず、１枚おめくりいただきますと決算の概要と書いてありまして、

もう一枚おめくりいただきますと目次がございますので、この内容に

沿ってご説明いたします。 

 さらにめくっていただいて、１ページをご覧ください。 

 水道事業の運営に関する収支を表す収益的収支についてでございま

す。 

 太枠の部分をご覧ください。 

 まず、表の上段、収益的収入Ａは459億円となりました。このうち、

収入の大部分を占める給水収益は、予算と同額の381億円でございます。 

 次に、収益的支出Ｂは352億円で、予算対比で21億円の減となりまし

た。これは、営業費用のうち、運営管理費において、契約差金により請

負工事費や委託料が減少したことなどによるものでございます。 

 以上の結果、表の最後の段にあります差引きＡマイナスＢは107億円

となり、これから消費税を除いた純利益は89億円となりました。 

 なお、令和４年度は、コロナ禍における市民生活への支援として、

10月、11月の２か月間、家事用の水道基本料金を減額しておりますが、

その所要額29億円については、全額を一般会計から補助を受けている

ため、水道事業としての負担はございません。 

 次に、２ページをご覧ください。 

 設備投資とその財源に関する収支である資本的収支でございます。 

 まず、表の中段にございます資本的支出Ｄは269億円で、予算対比で

35億円の減となりました。 

 これは、建設改良費において、契約差金のほか、新型コロナウイル

ス感染症の影響による設備工事の工期延長などにより、予算対比で30

億円の減となったことによるものでございます。 
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 次に、財源となる資本的収入Ｃは49億円で、予算対比で24億円の減

となりました。 

 これは、建設改良費の減少に伴い、企業債の借入額を20億円抑制し

たことなどによるものでございます。 

 以上の結果、表の最後の段にあります差引きＣマイナスＤは219億円

の収支不足となりました。 

 この不足額の対応については、毎年度の利益や減価償却費などの企

業内部に留保される資金で補塡するものでございます。 

 続きまして、３ページをご覧ください。 

 こちらで資金残高についてご説明をいたします。 

 表の上段、当年度資金収支Ｅは６億円の収支不足となります。これ

は、１ページでご覧いただいた収益的収支差引き107億円と２ページで

ご覧いただいた資本的収支差引き不足額219億円に減価償却費などの当

年度分損益勘定留保資金等の106億円を加えたもので、ここに過年度分

内部留保資金Ｆの170億円を合わせた164億円が令和４年度末の資金残

高ＥプラスＦでございます。 

 なお、この資金残高のうち96億円は、老朽施設更新のために積み立

てている水道施設更新積立金でございます。 

 続いて、４ページをご覧ください。 

 こちらは、直近５年間の決算額の推移でございます。 

 青色は収益的収入、黄色は収益的支出を表しておりまして、どちら

もおおむね横ばいで推移しております。 

 赤色の資本的支出は、令和３年度以降、建設改良費の増加を反映し

て増加傾向となっており、緑色の資本的収入も、企業債借入額、出資

金の繰入額を反映して、増加傾向となっております。 

 灰色の棒グラフは資金残高を表しておりまして、平成30年度から令

和３年度までは増加傾向でしたが、令和４年度は、主に資本的支出の

増加を受けて前年度より減少しております。 

 続いて、５ページの業務量をご覧ください。 

 網かけ部分の主要な項目をご説明いたします。 

 まず、給水人口につきましては、約196万5,900人で、前年度から約



- 16 - 

 

200人の減となっております。 

 次に、料金収入の対象である年間有収水量は、事業所用の水量が増

加した一方で、家庭用の水量が減少したため、全体では前年度に比べ

て1.9％減の１億7,692万立方メートルとなっております。 

 ６ページ以降の主要事業の概要につきましては、給水部長からご説

明いたします。 

●給水部長 給水部長の村上でございます。 

 資料の６ページ目をご覧ください。 

 札幌水道ビジョンにおいて掲げております五つの重点取組項目の主

な取組結果についてご説明いたします。 

 ７ページをご覧ください。 

 初めに、重点取組項目１の水源の分散配置と水質の安全性の向上の

（１）豊平川水道水源水質保全事業では、豊平川上流域におけるヒ素

などの水質悪化要因を水道原水から取り除くため、バイパス水路を用

いて白川浄水場取水地点の下流にバイパス、放流する施設の建設を平

成24年度から進めております。 

 令和４年度は、下水処理水をバイパス水路に取り込むための定山渓

接合井や放流調整機能を有する管理センターの整備を引き続き進めた

ほか、新たに排水処理施設である天日乾燥床などの工事にも着手し、

事業費は11億8,200万円となりました。 

 ８ページをご覧ください。 

 （２）石狩西部広域水道企業団への参画では、水源の約98％を依存

する豊平川以外に安定した水源を確保し、分散するため、当別ダムを

水源として水道水を供給する石狩西部広域水道企業団に参画しており

ます。 

 令和７年度から予定している札幌市の受水に向けまして、令和４年

度は、企業団による当別浄水場の浄水処理施設増設工事や送水管の新

設工事に関わる出資金などにより、事業費は10億2,300万円となりまし

た。 

 ９ページをご覧ください。 

 続いて、重点取組項目２の施設の更新・耐震化と危機管理体制の強
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化のうち、（３）白川浄水場改修事業では、耐震性能が不足し、経年劣

化が進んでいる既存浄水棟の改修に先立ち、改修時に低下する給水能

力を補うため、新たに第４浄水棟を先行して建設いたします。 

 令和４年度は、取水渠や沈砂池などの新設工事を進め、事業費は５

億9,400万円となりました。 

 10ページをご覧ください。 

 （４）白川第１送水管更新事業では、経年劣化が進み、耐震性も不

足している白川第１送水管を耐震管を用いて更新することで、強靱な

送水管網を構築します。 

 令和４年度は、現在休止中の既存の管を有効活用した更新方法を検

討するため、管内調査などを実施し、事業費は5,500万円となりました。 

 11ページをご覧ください。 

 （５）配水管更新事業では、口径75ミリメートルから350ミリメート

ルまでの配水管のうち、経年劣化による漏水リスクの高い配水管を優

先的に更新します。 

 更新の際には、耐震管を用いることで耐震化も併せて進めており、

令和４年度は、配水管更新計画に基づき57.1キロメートルの更新を行

い、事業費は90億8,200万円となりました。 

 12ページをご覧ください。 

 （６）西野・定山渓浄水場等耐震化事業では、地震による浄水場な

どの被害を最小限に抑えるため、耐震性能が不足している浄水施設の

耐震化を進めております。 

 令和４年度は、西野浄水場においては、第４配水池の工事が終わり、

これをもって西野浄水場の耐震化が完了いたしました。また、定山渓

浄水場におきましては、導水管の耐震化を行い、事業費は合わせて６

億1,700万円となりました。 

 13ページをご覧ください。 

 （７）配水幹線連続耐震化事業では、基幹配水池から配水区域末端

までをつなぐ口径400ミリメートル以上の基幹となる配水幹線の耐震化

を進めております。 

 令和４年度は、清田第２幹線など2.7キロメートルの耐震化を行い、
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事業費は36億3,100万円となりました。 

 14ページをご覧ください。 

 （８）災害時重要管路耐震化事業では、災害時における重要施設で

ある医療機関や小・中学校などの指定避難所を対象に、配水幹線の分

岐から各施設までの配水管を耐震化してございます。 

 令和４年度は、医療機関２か所、指定避難所３か所へ向かう配水管

の耐震化を行い、事業費は５億3,900万円となりました。 

 15ページをご覧ください。 

 （９）緊急遮断弁整備事業では、地震などにより配水池下流の管路

が被害を受けた場合に、応急給水に使用する水を貯留するため、配水

池の出口に管路を遮断する緊急遮断弁を整備してございます。 

 令和４年度は、手稲本町配水池への整備を実施し、事業費は１億800

万円となりました。 

 16ページをご覧ください。 

 重点取組項目３の利用者とのコミュニケーションの充実における（10）

無線式メーターの設置地域の拡大では、清田区、南区、手稲区におい

て、計量法の有効期限を迎える地下式メーター及び新設建物を対象に

約１万8,000個の無線式メーターを設置し、事業費は３億8,000万円と

なりました。 

 17ページをご覧ください。 

 重点取組項目４の経営基盤の強化と連携の推進における（11）札幌

水道を支える人材の育成では、職員一人一人が自らの能力を高めると

ともに、札幌水道を担う人材を育て、組織力を向上させるため、局内

研修の実施や外部研修への職員派遣、水道事業の業務遂行に必要な資

格取得などに取り組み、事業費は900万円となりました。 

 18ページをご覧ください。 

 重点取組項目５のエネルギーの効率的な活用における（12）環境に

配慮した事業運営の推進では、平岸配水池への水力発電新設工事が完

了し、さらに豊平川バイパスへの水力発電新設工事に着手してござい

まして、事業費は４億3,800万円となりました。 

 以上が重点取組の主な取組についてのご説明でございます。 
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 令和４年度決算の概要につきましては、以上でございます。 

●松下部会長 ありがとうございました。 

 ご意見、ご質問などがございましたら、挙手をお願いいたします。 

●松浦委員 中小企業団体中央会の松浦です。 

 １点教えていただきたいのですが、２ページの資本的収支の収入の

ところで出資金とあります。先ほど、主要事業のところでも、石狩西

部広域水道企業団への参画で建設費と出資金の話をされていて、工期

延長による事業費の減で出資金が変わってくるということですが、出

資金の扱いといいますか、石狩西部広域水道企業団とのお金のやり取

りについて、仕組みを教えていただければと思います。 

●総務部長 ここの出資金につきましては、今、石狩西部広域水道企

業団で、札幌への給水に向けて事業をやっているところです。 

 石狩西部の建設にかかるお金につきましては、札幌市としては一般

会計から全部負担してくれることになっているのですけれども、経理

処理としては、一旦、水道局に収入としての出資金をいただいて、そ

して、同じように資本的支出にあります出資金ということで、水道局

から石狩西部に対して同額を出資する形を取っています。 

 今回、石狩西部で工期の延長等がありまして、その年度の出来高が

変更になりましたので、出資金が変更になったということです。 

 札幌市水道局としては、いただくものも減りますし、同額を石狩西

部に送りますので、資本的支出のほうの出資金も同じだけ減るという

構成となっています。 

●松浦委員 資本的支出のほうの出資金というのはどこに入っている

のでしょうか。 

●総務部長 表には、資本的支出のうち、建設改良と企業債償還金し

か載せていないのですが、この中の内数として出資金があります。金

額としては、上の資本的収入の出資金と同額が載っているのですけれ

ども、表中には記載をしていません。分かりづらくて申し訳ないです。 

●松浦委員 建設改良費に入っているということでいいのですか。 

●総務部長 資本的支出の中に入っているということです。建設改良

費とは別の費目です。 
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●松浦委員 細かい話になって恐縮ですけれども、資本的支出の内訳

として建設改良費と企業債償還金がありますね。これ以外に出資金が

あるということでよろしいですか。 

●総務部長 そうです。ここに代表的なものを出していて、それ以外

にも出資金という項目があるのですけれども、ここには載せていなか

ったということです。 

●松下部会長 ほかにございませんでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●松下部会長 それでは、続きまして、審議事項の二つ目、資料水－

２の次期札幌水道ビジョンの策定について、事務局から説明をお願い

します。 

●企画課長 企画課長の西原口でございます。 

 私から、次期札幌水道ビジョンの策定についてご説明いたします。 

 資料水－２の「次期札幌市水道ビジョンの策定について」をお手元

にご用意ください。 

 札幌市水道局の中長期計画であります札幌水道ビジョンにつきまし

ては、現計画の計画期間が来年度、令和６年度までとなっております

ことから、現在、令和７年度以降の次期計画の策定作業を進めている

ところでございます。 

 本日は、これまで検討してまいりました次期ビジョンの計画方針や

次期ビジョンの策定に当たりまして市民からのご意見を伺うために実

施いたしました市民アンケートやワークショップの結果などにつきま

してご説明させていただきます。 

 それでは、資料水－２－１の「次期札幌水道ビジョンの策定につい

て」をご覧いただけますでしょうか。 

 まず初めに、札幌水道ビジョンの位置づけにつきましてご説明いた

します。 

 札幌水道ビジョンは、札幌市の水道事業における中長期計画であり、

事業運営の方向性や計画期間に進めていく具体的な取組などを示すも

のでございます。 

 また、札幌市における最上位計画でございます札幌市まちづくり戦
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略ビジョンの水道に関する個別計画としても位置づけておりますほか、

厚生労働省が平成25年に策定しました新水道ビジョンの中で各水道事

業体に策定を求めております水道事業ビジョンや、総務省が各地方公

営企業に対して策定を求めております経営戦略としても位置づけてお

ります。 

 続きまして、現行の札幌水道ビジョンにつきまして、委員の皆様は

既にご存じの情報もございますが、改めてご説明させていただきます。 

 現行のビジョンにつきましては、平成27年３月に策定しておりまし

て、計画期間は平成27年度から令和６年度までの10年間でございます。

なお、計画の折り返し地点となる令和元年度には、後半５年間の財政

収支の見通し等を公表しております。 

 これまでの進捗状況は、今年度の第１回水道部会でもご報告いたし

ましたが、ビジョンの取組につきましては、目標達成に向けて、おおむ

ね順調に推移しておりまして、令和４年度末時点で、ビジョンに記載

されております全65項目の取組のうち、約94％に相当する61項目が目

標を達成済み、もしくは目標を達成する見込みとなっております。 

 続きまして、ここからが次期ビジョンの策定に関する情報でござい

ますが、次期札幌水道ビジョンの検討に当たってのポイントをご説明

いたします。 

 ポイントは３点ございます。 

 まず１点目ですが、次期ビジョンの策定に当たりましては、令和４

年10月に策定されました第２次札幌市まちづくり戦略ビジョンのビジ

ョン編における人口推計に基づきまして、今後の水需要を推計しなが

ら、将来の給水収益や施設整備規模などを検討しております。 

 次に、２点目といたしまして、人口減少をはじめとする様々な課題

や社会経済情勢の変化に対応するため、さらなる業務の効率化と利用

者の利便性の向上を目的としたＤＸ、デジタルトランスフォーメーシ

ョンの推進や新技術の導入など、近年重視されている視点を踏まえて

事業の検討を行っております。 

 最後に、３点目といたしまして、近年、地球温暖化を要因とする気

候変動などが問題となっている中で、持続可能な脱炭素社会の実現に
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向けて取り組んでいくことが全市的に求められておりますことから、

水道局といたしましても、環境負荷低減の取組につきまして積極的に

検討しております。 

 続きまして、資料の右側に移りまして、次期ビジョンの計画方針に

ついてご説明いたします。 

 まず、計画名称につきましては、まだ仮称ではございますが、第２次

札幌水道ビジョンとしたいと考えております。 

 また、計画期間につきましては、令和７年度から令和16年度まで、

現行ビジョンと同様に10年間の計画としたいと考えております。 

 次に、次期ビジョンにおける基本理念、目標、施策の基本方向につ

きましてご説明いたします。 

 水道局では、現行ビジョンにおいて、利用者の視点に立つという基

本理念を掲げております。また、札幌水道の将来のあるべき姿として、

安全で良質な水の確保、安定した水の供給、利用者に満足される水道、

健全経営のもと自律した水道という四つの目標を掲げております。 

 これらの理念、目標は、50年後、100年後の札幌水道においても継続

して達成することが必要であるとして、現行ビジョンの前の計画であ

ります札幌水道長期構想から引き継いだものであり、今後の事業運営

においても極めて重要なものと考えております。 

 そのため、次期ビジョンにおきましても、これらの理念、目標を踏襲

してまいりたいと考えております。 

 また、現行ビジョンでは、目標を実現するために進めていく施策の

基本的な考え方といたしまして、八つの施策の基本方向を設定してお

ります。 

 これらの基本方向につきましては、現行ビジョン策定時からの状況

の変化を踏まえ、一部の表現を見直した上で、次期ビジョンにおきま

しても踏襲してまいりたいと考えております。 

 変更点といたしましては、図に朱書きで記載しておりますが、施策

の基本方向の４番、７番、８番につきまして、より分かりやすくなるよ

う表現を見直すとともに、取組をさらに強化してまいりたいと考えて

いるところでございます。 
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 最後に、策定スケジュールをご説明いたします。 

 次期ビジョンの策定につきましては、昨年度、令和４年度に方針の

検討を開始いたしました。現在は、次期ビジョンの計画期間中に取り

組む事業の選定や財政収支見通しの作成といった作業を行っておりま

す。こうした内容を今年度末までに計画概要、すなわち骨子として取

りまとめるとともに、今年度中に素案の作成にも着手する予定となっ

ております。 

 来年度、令和６年度は、素案をまとめ、建設委員会、審議会水道部

会でのご報告を経て、12月頃にパブリックコメントを実施する予定で

ございます。その後、年度内には、次期ビジョンを策定、公表する予定

でございます。 

 策定の状況につきましては、次回以降の審議会水道部会におきまし

ても、都度ご報告させていただきます。 

 資料水－２－１のご説明は以上です。 

 続きまして、資料水－２－２の「次期札幌水道ビジョン市民参加の

取組について」をご覧ください。 

 まず、市民参加の取組の目的でございますが、水道局の基本理念で

あります「利用者の視点に立つ」に沿った事業運営を行うために、今

後の札幌水道に関しまして市民の皆様から幅広くご意見を伺いたいと

考えまして、アンケートとワークショップを実施いたしました。 

 まず初めに、市民アンケートにつきましてご報告いたします。 

 まず、アンケートの概要についてですが、市民アンケートは２回実

施しておりまして、それぞれの概要を表にまとめております。 

 一つ目のアンケートは令和４年度指標達成度調査ですが、こちらは、

昨年の２月から３月にかけて実施しておりまして、1,046名にご回答い

ただきました。 

 二つ目は、ＮＥＸＴ水道ビジョンアンケートですが、こちらは、後ほ

どご報告いたしますワークショップの参加者募集と併せまして、昨年

の９月に実施し、289名にご回答いただきました。 

 資料の（２）（３）には、それぞれのアンケートの結果を抜粋して掲

載しております。 
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 札幌の水道に関して、今後、一層力を入れるべきだと思う取組、あ

るいは優先順位が高いと思う取組について伺ったところ、いずれのア

ンケートでも、水質の管理・検査に関する選択肢、老朽化した施設や

水道管の更新・維持管理に関する選択肢、耐震化など災害対策に関す

る選択肢が上位三つを占める結果となっております。 

 こうした市民の皆様からのご意見を踏まえながら、次期ビジョンの

検討を進めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、資料の右側に移りまして、ワークショップについてご

報告いたします。 

 まず、ワークショップの概要についてですが、今回、学生向けと一

般市民向けを１回ずつ、計２回のワークショップを実施しておりまし

て、それぞれの概要を表にまとめております。 

 学生向けは昨年の10月１日、一般市民向けは10月15日に札幌市水道

記念館で実施いたしました。 

 いずれも定員の30名を超えるお申込みをいただきまして、抽選で参

加者を選ぶこととなりました。 

 当日は、体調不良等により急遽欠席された方もいらっしゃいました

が、学生向けは25名、一般市民向けは24名にご参加いただきました。 

 ワークショップは「みんなで話そう！これからの札幌の水道のこと」

をテーマとして実施し、当日のグループワークでは、これからの札幌

の水道がどうあってほしいか、そのために必要なことは何かについて

話し合っていただきました。 

 （２）の結果には、それぞれのワークショップでいただいたご意見の

一部をご紹介しております。 

 参加者の皆様には、水道の水質や安定給水についてはおおむね満足

していただいている印象で、今後も安定給水を継続することを強く望

んでいるということが分かりました。また、水道局の取組をもっと市

民に知らせるべきというご意見も多くいただきました。 

 次期ビジョンの検討につきましては、いただいたご意見やアイデア

も参考にしながら進めてまいりたいと考えております。 

 最後に掲載しております写真は、当日の様子です。 
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 皆さん、熱心に参加してくださっている様子がお分かりいただける

かと思います。 

 資料水－２－２のご説明は以上となります。 

 なお、今回のワークショップでは、グラフィックレコーディングと

いう手法で記録を作成しております。グラフィックレコーディングと

いうのは、文字だけでなくて、イラストや図形を用いながら議論の流

れや出された意見をリアルタイムで記録していくというものでござい

ます。 

 参加者がワークショップの全体像を視覚的に把握したり、写真を撮

って家族や友人に共有できるといった利点がございます。 

 本日、実際に作成した記録用紙を、会場を出ましてすぐの場所に掲

示しておりますので、お帰りの際などにご覧いただければと思います。 

 ご説明は以上です。 

●松下部会長 それでは、ご意見、ご質問などがありましたら、挙手

をお願いします。 

●大橋委員 道経連の大橋です。 

 資料水２－１の左下の次期札幌水道ビジョンの検討に当たってのポ

イントというところで質問です。 

 一番上に人口推計に基づいて今後の水需要を推計と記載されていま

すけれども、これは単純に、１人当たりの水の需要量が変わらなけれ

ば、人口に掛け算をして全体の需要量が出ると思うのですけれども、

昨今、温暖化の影響で平均気温が結構上がっていますね。そうすると、

１人当たりの水の需要量が増える傾向にあるのか、それはないのか、

まだそこは見ていないのか、その辺はいかがでしょうか。 

●企画課長 水需要の推計を行うに当たりましては、１人でどれぐら

いの水を使うのかということも傾向として捉えて、それに人口を掛け

ることで家庭での水の使われ方を推計しております。 

 最近、１人当たりの水の使用量は横ばいでございまして、大体201リ

ットルぐらいを使っているのですけれども、その数字が今後も継続し

ていくという前提で今回は推計を行っております。 

●大橋委員 例えば、平均気温が0．何度か上がると消費量が減るとか、
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そのようなデータは特にないのですね。 

●企画課長 一方で、気温だけではなくて、節水機器の導入が広がっ

てくると１人当たりの使用量が減ってきたり、複合的な要素があるか

と思いますので、一概に気温だけでは想定できないと感じていて、あ

くまでも実績値に基づいて推計しているところでございます。 

●大橋委員 分かりました。 

 もう一点は、現行のビジョンの取組において、項目数が全65となっ

ているかと思うのですけれども、新しいビジョンでは、これからその項

目をいろいろ考えていくと思うのですが、大体同じぐらいの項目を想

定されているということでよろしいでしょうか。 

●企画課長 今、どのような形で記載していくのか、まず事業の選定

をしているところです。それから、出てきた事業をどのように取りま

とめていって、どの単位で進捗管理をしていくかということについて

も検討しているところです。 

 65項目という数字よりも少なくなるか、多くなるか、同程度になる

か、そこがまだ見えていない状況でございます。来年度の第１回審議

会にはそういったこともご報告できるかと思いますので、もう少々お

時間をいただければと思います。 

●大橋委員 分かりました。ありがとうございます。 

●松下部会長 ほかにございませんでしょうか。 

●林委員 ビジョンの作成は大変だったと思います。 

 質問は、資料水－２－２のアンケートに関してです。 

 市民のアンケートを２回したということで、発送数がかなり多いの

ですけれども、それに対する回収率が低いように思います。これは、郵

送なのか、手渡しなのか、どのような発送方法なのでしょうか。 

 また、目標の回収率はどの辺に置いたのでしょうか。少ない回収率

ではあまり意味をなさないのではないかという個人的な感想もありま

すので、そこをお聞きしたいと思います。 

●企画課長 まず、発送の方法につきましては、郵送で送っておりま

す。 

 実際に数字を見ていただきますと、26．2％と9.6％ということで、



- 27 - 

 

４分の１ぐらい、ビジョンアンケートは１割程度の回答でした。 

 できるだけたくさん回答していただきたいと思っていたのですけれ

ども、どれぐらいは確保しようという目標値は設定しておりませんで

した。できるだけ多くの方に回答していただきたいということで送っ

ております。 

 ＮＥＸＴ水道ビジョンアンケートにつきましては、水道局から発送

していて、送るときの文面はできるだけ気軽に答えてもらえるように

しようとか、いろいろ工夫しました。 

 今回のＮＥＸＴ水道ビジョンアンケートにつきましては、ワークシ

ョップの参加申込みと兼ねてアンケートを行いました。ですから、で

きるだけ参加申込みとアンケートが分かれていると捉えてもらえるよ

うに送ったつもりではあったのですが、受け取った方の中には、ワー

クショップに参加しないからアンケートに答えなくていいというふう

にお考えになった方もいるのかなと思っています。発送の仕方を工夫

しないと回収率が低くなってしまうなと反省したところでした。 

 ご回答になっているかどうか分からないですけれども、実情として

はそのような状況でした。 

●林委員 ありがとうございました。 

●松下部会長 ほかにございませんでしょうか。 

●松浦委員 大橋委員からの水需要のご質問と関連してですけれども、

札幌市さんは専用の工業用水はないのでしょうか。 

●企画課長 ないです。 

●松浦委員 そうすると、水道局の供給事業の中に全て含まれている

ということでよろしいのでしょうか。 

●企画課長 先ほど申し上げなかったのですけれども、水需要推計の

中には、家庭用の水を推計するのに併せて事業用の水の量も実は推計

しております。 

●松浦委員 水－２－１の資料の３の二つ目に、社会経済情勢の変化

に対応してとあります。この辺は技術の話ではあるのですけれども、

今、北海道を取り巻く経済環境は大きく変わってきていまして、報道

等でも、札幌市自体は工業用地がほとんど残っていないので、新たな
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工業用地の確保に向けた調査も行われるという話をお聞きしたことが

あります。 

 そのように、人口は減少していくかもしれないけれども、また新た

な産業の立地が行われていくということも想定されます。 

 今、同じ市役所内で産業振興ビジョンも策定中ですので、ぜひ、庁

内で連携をしていただいて、そういったところをそごのないように進

めていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

●企画課長 何か新しい大きな建物ができる、工場ができるといった

ときには水量も変わってきますので、そういった動向はきちんと捉え

て適切に、一度限りではなくて、繰り返し推計を実施していきたいと

思います。 

●松下部会長 ほかにございませんでしょうか。 

●皆川委員 10年に一度の見直しですから、携われる方はごく僅かで、

このタイミングに当たった方は大変なご苦労だと思うのですが、10年

に一度であるからこそ、５年の見直しはあるにしろ、ぜひ、皆さんの思

いというか、意思が分かるようなものにしてほしいという気がします。 

 漠然としていて申し訳ないのですが、事業の性格上、奇をてらう必

要はないと思うのですけれども、説明資料を見る限り、大きく変わる

ところはほとんどないと思います。踏襲します、踏襲します、赤字で書

かれたところは変えますということだと、現行ビジョンのアップデー

トで終わってしまう気がするのです。それだと、10年に一度にしては

物足りないと思うので、奇をてらう必要はないですが、ぜひ思いを込

めていただきたいのです。 

 そして、その思いとなるものを具体的に何かお持ちなのかという辺

りを聞きたいのですが、管理者、いかがでしょうか。 

●水道事業管理者 非常に難しい質問で、どう答えていいか悩んでお

ります。 

 まず、冒頭にもお話しさせていただきました地震のこともそうです

けれども、阪神・淡路大震災が起きてから、大きな地震ばかりが頻発

して起きるような大変な時代になってございます。 

 やはり、私たちにはライフラインを守る使命があるものですから、



- 29 - 

 

安全・安定給水をきちんと確保し、堅持していくということが極めて

重要と思っております。 

 ただ、その一方で、様々な課題に対して投資をしていかなければい

けないのですけれども、利用者の皆様からいただく料金に基づいて運

営していくに当たっては、事業運営の基盤をしっかり強化しながら、

皆川委員から10年に一回のビジョンに携わる職員という話がありまし

たが、経営上、人材の育成ということが極めて重要になっております

ので、技術の継承はもとより、実際に運営、オペレーションを適切に

行うための人の育成にしっかり取り組んでいきたいと思っています。 

 そのときには、私たちのパートナーになってくださるステークホル

ダーの方、企業の方々と連携しながら、お互いに研修とか訓練をしな

がら、さらには市民の皆さんとも、災害があったときはどうするとか、

備えを一緒に考えるとか、コミュニケーションを充実させていくこと

も大事かと思っています。 

 また、前回の10年と違うところは、ポイントにも書かせていただき

ましたけれども、ＤＸ、脱炭素・ＧＸというように、効率化を図ってい

かなければならない、生産性の向上を図っていかなければいけないと

いうことがございますので、そういったことをどうやって実装しなが

ら進めていくか、今、職員と一緒に頭を悩ませながら考えているとこ

ろです。 

 そういうことをきちんとまとめた上で、私は皆川委員が激励してく

ださったと思っていますけれども、思いとして込めた次期の水道ビジ

ョンに仕上げられるように努力してまいりますので、引き続きお力添

えをいただきたいと思っております。 

 まともな答えになっていませんが、以上です。 

●皆川委員 その思いが市民に伝わるようなものにしていただきたい

のです。具体的に何か思っているわけではありませんが、そこに腐心

していただきたいです。ぜひお願いしたいと思います。 

●松下部会長 ほかにございませんでしょうか。 

●齋藤委員 関連して、これからの10年の四つの中に赤い字で書かれ

ている人材育成は、先ほどおっしゃっておられたように、人に尽きる
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と思います。 

 今回の能登半島の災害は、すごく大きなことだったのですけれども、

10人ぐらいの方々が交代でいらっしゃっているのですが、若い人たち

がプライベートでも行きやすい仕組みをつくられたらどうかという要

望です。 

 ３.11のときも、古くは阪神・淡路大震災のときも、業界的には、企

業が積極的に有給または特別休暇を与えて、自分たちのスキルを生か

せる、生かせなくても見に行くということを積極的に推進した経緯が

あります。その経験が札幌で何かあったときに非常に大きな力になる

のではないかと思います。 

 ハードを含めて、緊急事態では人も大変な状況になると私たちは北

海道胆振東部地震で学んだのですけれども、それから日数がたつにつ

れて、市役所の危機管理局にも経験されていない方がどんどん入って

こられていると思います。 

 ですので、継続的にその方々が自覚を持って、水道を守ることがど

んなに大切かということを、多分、いろいろな経験をすることによっ

て、札幌のすごい力になると思いますし、その方々が各地に援助に向

かうときに、さすが札幌の水道マンは違うなと言われるような誇りを

持った活動ができる一つの力になると思います。とてもすてきなと言

ってはいけないのですけれども、教育制度になるのではないかと思い

ますので、ぜひそのチャンスを与えるような仕組みを積極的にお考え

いただきたいと思います。 

 これは希望でございます。 

●松下部会長 いかがでしょうか。 

●給水部長 齋藤委員からお話がありましたとおり、不幸にも現地は

大変な思いをされております。我々は、普通の生活をできている中で

こういった要請があって送り出すのですけれども、水道局の中には事

務職と技術職がそれぞれいます。齋藤委員がおっしゃるとおり、いろ

いろな者に経験させたいと我々も考えておりますので、事務、技術を

問わず、現地へ行って、被災された方のために頑張ってきてほしいと

いうことで送り出しています。そういった経験を踏まえながら、水道
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は頑張っていきたいと思います。 

 東日本大震災からかなり時間がたっていますけれども、平成30年に

起きた北海道胆振東部地震でも、北海道の安平町、厚真町は甚大な被

害を受けて、その際も札幌水道は積極的に応援等で派遣しています。

そして、今、そういう経験をした職員が残っていまして、まさに中心と

なって派遣等々を立案し、送り出すだけではなく、知見を生かして後

方支援の活動をしている状況です。 

 齋藤委員からいただいた意見をしっかりと受け止めまして、今後も

水道事業の人材育成にしっかりと取り組んでまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

●松下部会長 先ほどの皆川委員とのディスカッションの中で、新し

い水道ビジョンは踏襲部分が多いという話をされていたと思いますけ

れども、新しいことをやる一つのチャンスは、前回の水道部会でも申

し上げましたが、水道行政の厚労省から国交省への移管ということが

あると思います。今までだと、水道は厚労省でやっていて、下水道は

国交省でやっているので、どうしてもその間でやり取りがうまくでき

ない部分があったと思うのですけれども、今後はそれが一本化されて、

水循環を考える上で、上水と下水が一緒になっていろいろできる大き

なチャンスだと思っているのです。 

 そういう意味でも、次の水道ビジョンの中で、次年度からの動き出

しになってどうなるか分かりませんけれども、そういうところも踏ま

えた上で、できれば下水と上水が一緒になって何かできるようなビジ

ョンをつくっていただけると、水循環を考える上ではすごくいい方向

に進むのではないかと思っております。よろしくお願いいたします。 

 ほかに何かございませんでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●松下部会長 それでは、次の審議に移りたいと思います。 

 報告事項について、資料水－３の「今冬の凍結防止対策について」

に関しまして、事務局から説明をお願いいたします。 

●給水課長 給水課長の秋葉でございます。 

 私からは、資料水－３の今冬の凍結防止の取組についてご報告いた
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します。 

 前のほうにあるパワーポイントで説明させていただきますが、お手

元にも同じ資料が行っておりますので、どちらかをご覧いただければ

と思います。 

 まず、２ページ目です。 

 まず初めに、近年の水道凍結の状況についてご説明させていただき

ます。 

 この表は、水道局に寄せられました水道凍結に関する問合せ件数と

凍結修繕業者が行った凍結修繕件数です。 

 昨年の冬につきましては、１月下旬に記録的な寒波が到来したこと

もあり、問合せ件数と修繕件数が急増しております。赤で囲ったとこ

ろになります。 

 直近５か年を見ますと、青で囲ったところの令和２年度が問合せ件

数、凍結修繕件数ともに一番多く、この年は、年末年始に寒波が到来

したことで、この時期に家を空けていた人が多かったため、非常に多

くの凍結事故が発生したものと考えております。 

 ちなみに、今年の冬は、12月中旬に気温が低く経過していた時期が

あったかと思いますけれども、そのときに問合せ件数が一時的に増え

たのですけれども、年末年始から今に至るまで、平均気温も割と高く、

例年に比べると問合せ件数は今のところ少なく推移している状況でご

ざいます。 

 ３ページ目でございます。 

 こちらは、昨年の冬の凍結の問合せ件数と外気温の推移を表してお

ります。 

 赤の折れ線が最高気温、青の折れ線が最低気温、緑の棒グラフが凍

結の問合せ件数を表しています。 

 １月下旬の記録的な寒波が到来したあたりで、その影響により、問

合せ件数が急増していることが分かります。 

 ４ページ目になります。 

 こちらは、１月下旬に寒波が到来したときのグラフを拡大したもの

になります。 
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 １月25日水曜日に、昨年の冬で最高気温が最も低くマイナス8.9度を

記録しまして、最低気温もマイナス12.8度を記録いたしました。 

 グラフを見ていただきますと、その翌日の１月26日に昨年の冬の最

多となります514件の凍結修繕の問合せが寄せられております。 

 最低気温がマイナス８度を下回ることに加えまして、最高気温もマ

イナス５度を下回るような日には一日中凍結が進行することが要因で

はないかと考えております。 

 ５ページ目でございます。 

 水道局では、このような凍結事故を少しでも減らすため、どのよう

な状況下で凍結が発生しているのか、実態把握が必要であると考えま

した。 

 そこで、札幌市水道局指定の給水装置工事事業者が加盟する札幌市

管工事業協同組合の組合員のうち、昨年の冬に凍結修繕を行った事業

者を対象にアンケート調査を行っております。 

 計54者から回答をいただきまして、アンケートでは、実際に凍結修

繕で対応した現場について、どのような状況だったかということを聞

いております。 

 その中で、主な結果をご紹介します。 

 まず、水道凍結が発生しやすい建物構造と設備環境についてお伺い

しましたところ、建物につきましては木造が多かった、築年数は、ばら

つきはありますけれども、30年以上が多かった、凍結しやすい建物に

つきましては、１階が車庫だったり基礎高の構造が多かったという結

果でした。 

 築年数が古い木造住宅は比較的凍結しやすく、また、１階が車庫な

どの場合、給水管が外気にさらされ、凍結しやすい環境にあるという

ことがアンケート結果からも分かりました。 

 ６ページ目でございます。 

 次に、凍結してしまいました住宅の水道利用者層について聞いてい

ます。 

 凍結させた水道利用者の年齢層で多かったのは60代以上、世帯構成

としましては、単身世帯が約４割を占めました。 
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 単身世帯は、複数世帯と比較しますと水道の使用量が少ないことや、

家が無人になる時間が比較的長いため、昨冬のように最高気温も低い

日には留守中の凍結も増えているのではないか思われます。 

 また、凍結してしまいました住宅の水抜き栓設備の状況については、

水抜き栓が固まりついてしまい、高齢者の方が操作できていなかった

というような回答も一定数ございました。 

 このような結果から、利用者層の生活スタイルにより凍結原因も異

なることが考えられまして、単身者層や高齢者層への個別の注意喚起

も効果があるのではと考えております。 

 ７ページ目でございます。 

 次に、水抜きの操作に対する意識について聞いています。 

 凍結してしまった住宅は、水抜きを全くされていないか、ほとんど

されていないを合わせますと半数近くありまして、水抜きはしていた

ものの凍結させてしまったというようなケースでは、水抜き栓は閉め

たのですが、蛇口を開けていないために水が抜けていなかった、住宅

の配管の構造上、水が抜けにくいといったような回答もございました。 

 また、マンション等の集合住宅の入居者は水抜きの操作方法を理解

していたかという質問に対しましては、操作方法を理解していないか、

そもそも水抜き自体を知らなかったという回答を合わせますと半数以

上を占めております。 

 これらの結果から、水抜きへの理解と正しい水抜き操作の周知がま

だまだ必要であると考えております。 

 ８ページ目でございます。 

 今冬の凍結防止の取組についてですが、これまでも、水道局では、

凍結防止対策として水抜きの周知等を行ってまいりましたが、それに

加えまして、アンケート結果から得られた課題に対し、次の六つの取

組も行ってまいります。 

 まず、設備環境に起因する凍結防止策の周知についてですが、水道

局ホームページやイベント等を通じまして、水抜き栓の事前動作確認

や水抜き栓が固まって操作できないような場合の事前修理のお願い、

また、正しい水抜き操作や、１階が車庫だったり基礎高の家屋につき
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ましては、露出している給水管の防寒対策の必要性等についても周知

を行っております。 

 次に、既設物件入居者への水抜きの周知として、不動産業者、管理

会社等と連携し、マンション等の集合住宅の新規入居者に凍結防止の

ビラ配布のお願いをしております。 

 また、昨冬の寒波到来時には、比較的築年数の浅い住宅においても

凍結が確認されていることから、今後、新築される物件に対して技術

的指導を強化していく考えです。 

 具体的には、札幌市の給水装置工事設計施工指針における凍結防止

の指導項目にアンケート結果から得られた凍結防止策を追記し、例え

ば、寒気が入り込みやすい車庫内などに設置されている給水管の防寒

対策や、ポリエチレン樹脂製の給水管の水平部のたるみにより水抜き

が不完全になりやすいことなどにつきまして、給水装置工事の審査時

に施工業者に指導をしてまいります。 

 ９ページ目でございます。 

 また、寒波到来時には、より強い注意喚起が必要です。 

 昨冬の寒波到来時には、ふだん凍結したことがない住宅でも凍結し

たケースが多かったと考えられるため、今冬は、最低気温がマイナス

８度を下回る場合に加えて、最高気温がマイナス５度を下回るような

場合にも、マスコミに対してより強い注意喚起を流してもらうよう働

きかけます。 

 利用者層のターゲットを絞った注意喚起としましては、単身世帯に

ついては、初めて寒冷地に住むことになる大学生向けに、大学構内に

注意喚起のポスターやビラの掲示をお願いしております。 

 高齢者層には、まちづくりセンターへのポスターやビラの掲示のほ

か、水道局ホームページなどを活用しまして、水抜き栓の事前動作確

認や正しい水抜き操作法をより分かりやすい表現で周知を行っており

ます。 

 今のところには書いていないのですが、今、地下歩行空間のデジタ

ルサイネージという大型ビジョンでも水抜きのＣＭを流しております

ので、もしかしたらご覧になる機会があるかと思います。 
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 続きまして、10ページ目でございます。 

 これまでは、水道局の取組をお話ししてまいりましたが、凍結修繕

業者が加盟されております札幌市管工事業協同組合においても、市民

向けに凍結防止の周知、取組を行っております。 

 上段の写真は、昨年12月に地下歩行空間で開催されたイベントで、

水抜きの体験コーナーを設置いたしまして、実際に市民の方に水抜き

操作を体験してもらい、正しい水抜き操作法を周知してもらっており

ます。 

 下段の写真ですけれども、札幌市管工事業協同組合では、冬期の凍

結修繕業務に備えまして、組合員を対象とした凍結修繕の実技研修な

ども行っております。 

 以上のような取組を通しまして、官民連携して水道管凍結を少しで

も減らせるよう努力してまいりますけれども、強烈な寒波到来時には

修繕業者もすぐには対応できないということも考えられます。 

 水道利用者の皆様におかれましては、まずは一番効果のある水抜き

のご協力を引き続きお願いしていきたいと思っております。 

 11ページ目です。 

 最後に、札幌市水道局の凍結関係のホームページにつきましては、

お手元の資料の２次元バーコードを読み込んでいただくとアクセスが

できます。 

 そこのページにつきましては、水抜きの必要性や、マンション、個別

住宅といった住宅タイプごとの水抜き方法についても説明動画を公開

しておりますので、お時間のあるときにでもご覧いただければと思い

ます。 

 私からの報告は以上になります。 

●松下部会長 それでは、ご意見、ご質問がございましたら挙手をお

願いいたします。 

●山田委員 北海学園大学の山田です。 

 簡単な質問と要望です。 

 アンケート調査ですが、非常に面白い結果だと思っています。この

パーセンテージは分かるのですけれども、全体の数ですね。円グラフ
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の円そのものが何件ぐらいで何％かというのがそれぞれあると、より

分かりやすいと思いました。そういった情報は出しづらいものですか。 

●配水担当部長 アンケートにお答えいただきました業者は54者にな

りまして、その54者の内訳が円グラフのパーセントです。 

●山田委員 全ての回答が54者で、その中身ということですね。 

●配水担当部長 はい。 

●山田委員 もう一つ、７ページ目の集合住宅の入居者は水抜きの操

作方法を理解していたかという質問に対して、「理解していないよう

だ」という回答と「水抜きそのものを知らない」という回答がありま

す。 

 理解していないというのは、水抜きは知っているものの水抜きの仕

方を知らないという理解でよろしいでしょうか。つまり、「水抜きその

ものを知らない」も「理解していないようだ」に入っているか入ってい

ないかの確認です。 

●給水課長 水抜きそのものを知らないというのは、水抜きの操作が

あること自体を全く知らない方で、理解していないというのは、水抜

きをしなければならないのだけれども、その正しいやり方を理解して

いなかったという意味です。 

●山田委員 私も学生のときに凍らせた経験がありまして、水抜きと

いうことを知りませんでした。そういう方が現状では10％いて、もし

かしたら８％に含まれているかもしれませんけれども、比較的少なく

て、やり方が分からないというのが現状だという認識ですね。ありが

とうございます。 

●松下部会長 僕も分からなかったのですけれども、円グラフの見方

です。例えば、５ページ目の円グラフで、凍結修繕業者の方にどのよ

うな建物が多かったのかという質問をしたら、木造が多かったと言っ

た業者が86％あったという意味ですか。 

●給水課長 そのような形になります。 

●松下部会長 では、その次の築年数というのは、30年以上が多いと

かというふうに言ってくるのですか。 

●給水課長 これも正確に集計したものではございませんで、業者の
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ほうで凍結修繕をやったお宅の中で、どのくらいの築年数が多かった

かを聞いたものでございます。 

●松下部会長 一番多いのを聞いたその割合ということですか。 

●給水課長 イメージとしては、そういう形になります。 

●松下部会長 分かりました。 

 ほかに何かございませんでしょうか。 

●星原委員 素人考えですけれども、うちの息子も水の抜き方を知ら

なかったのです。寒くなるということも、テレビでは言っていたけれど

も、凍らないだろうというぐらいの感覚しか若い人は持っていません。 

 ２次元バーコードを登録してもらって、その人には、今日は最低気

温がマイナス８度以下になるから水を抜いてねと伝えてくれるサービ

スがあると、うちの息子も水を抜くのではないかと思うのですが、そ

ういうことをお考えになったことはありませんか。 

●給水課長 若い方でしたらＳＮＳを使われると思うのですけれども、

市の広報を通じまして、Ｘにおいて、強烈な寒波が来週に来そうです

よというタイミングで発信していこうかと思っております。同時に、

マスコミにもお願いはしていきます。 

●星原委員 そういう親切な喚起ですね。凍ってしまうよという情報

をこれからは発信していくことになると考えてよろしいですか。 

●給水課長 はい。 

●松下部会長 プッシュ型というか、別に聞きたくなくても来るとい

う方向には持っていかないですか。今の話だと、見に行かないと見え

ないわけですね。 

●配水担当部長 Ｘのほかにも、札幌市公式ＬＩＮＥの中で、暮らし

の情報を受信したいという選択ができるのですけれども、選択された

方に対してはＬＩＮＥ上で注意喚起するということを、できるかどう

かは分かりませんが、検討していきたいと思います。 

●松下部会長 プッシュ型になるということですね。 

●配水担当課長 プッシュ型も検討していきたいと思います。 

●松下部会長 ほかに何かございませんでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 
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●松下部会長 ほかにご質問がないようですので、以上をもちまして

審議を終えたいと思います。 

 委員の皆様には、円滑な審議進行へのご協力と活発なご議論をいた

だきまして、大変ありがとうございました。 

 それでは、事務局にお返しいたします。 

 

５ 閉 会 

●総務課長 松下部会長、それから、星原部会長代理、委員の皆様、

本当にありがとうございました。 

 以上をもちまして、本日の水道部会を終了いたします。 

 どうもありがとうございました。 

                         以  上   


